
大型オリ 設置場所 除去頭数

① 東側地域（館山市内） 108

② 西側地域（南房総市内） 84

③ 西側地域（南房総市内） 9

合計 201

年度 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 H27 累計

除去頭数 2 11 112 235 267 110 240 354 102 215 120 1,768

  

（２８０１号） 
 

アカゲザル等防除連絡会 
千 葉 県 自 然 保 護 課 
（平成２８年９月１４日発行） 

 千葉県では、房総半島南部に生息している特定外来生物のアカゲザルについて、 

防除実施計画を策定し、野外からの完全排除を目指して捕獲を行っています。 

 この通信を通じて、防除事業の状況等について地域の皆様にお知らせしていきます。 

☆２７年度の除去頭数は１２０頭でした 

平成２７年度の除去頭数は、平成２６年度を下回りました。 

２７年度に除去した１２０頭のうち約半数にあたる６６頭が、２６年度末に東側地域

に新設した１基の大型オリによる捕獲でした。 

昨年度、捕獲数が伸びなかった原因として、サルが大型オリ以外に山林や農地にも餌

を求めた、捕獲が進んだ西側地域では警戒心の強いサルが残っている、捕獲が始まった

ばかりの東側地域ではまだサルが寄せ餌に慣れていない、等が考えられます。 

 

 

☆２８年度の除去頭数はすでに２００頭を超えました！ 

７月１３～１５日の間に、３基の大型オリで捕獲がありました。 

 

 

 

 

 

 
 
 

☆２８年度は北側地域に初の大型オリを建設します！ 

北側地域では、２２年度に実施したアケビの食痕調査で始めて群れの痕跡を確認しま

したが、これまで電波発信機を装着するサルの捕獲が成功せず、大型オリの建設場所を

決めるために必要な群れの移動ルートがあまり分かっていませんでした。 

しかし、２７年度に地元の方々から目撃情報を多数お寄せいただけたこともあり、や

っと今年度に入って１頭のサルを箱わなで捕獲し、発信機を装着することができました。 

現在、このサルを追跡して、群れがよく訪れるような山林内の場所の選定を進めてお

り、次に大量捕獲が見込める２～３月に稼動できるよう完成を目指します。 

 

大型オリは現在、 

西側地域に５基、 

東側地域に 1 基 

設置しています。 



☆27 年度調査によるアカゲザルの群れの状況 

群れ数：13 群以上。27年度末時点で、発信機を装着している群れが 11群、存在は分かっている 

   ものの発信機を装着できていない群れが2群あります（うち1群は28年度に装着成功）。 

    さらに未発見の群れも存在している可能性があり、出没情報の収集に努めます。 

生息数：これまで、23年度に推定した生息数 786 頭をもとに、年間の除去頭数と増加率（和歌山 

   県のタイワンザル増加率 1.14 を準用）から年度末の生息数を算出しており、26 年度末 

     時点で約 400 頭と計算していました。 

     しかし、27年度の調査で約 400 頭の群れを目撃しており、見直しが必要となっていま 

   す。今後、各群れの個体数把握の精度を上げられるよう検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・西側地域：これまで約 1,600 頭を除去しており、生息数は減少傾向にあると考えられますが、 

      東側や北側地域にまたがって大きな群れが生息する可能性があります。 

      大型オリに対する警戒心が強い個体の捕獲も今後の課題です。 

・東側地域：大型オリによる捕獲が 27 年度に始まり、以降、センリョウ群で 153 頭、アジサイ 

    群で 21 頭を除去しました。今後も大型オリによる大量捕獲を目指します。 

      また、発信機装着個体も増えたことから、追跡によりさらに東側の地域の生息状況 

    の把握を目指しますが、広大な森林が広がるため工夫が必要です。 

・北側地域：目撃情報やハゼとヒロミを頼りに群れを追跡し、3月末に約 400 頭が道を渡るとこ 

    ろを調査員が確認しました。大型オリによる大量捕獲を目指すとともに、発信機装 

    着個体を増やして動向を監視することも必要です。 

☆麻酔銃による捕獲を実施します！ 

今後さらに大型オリを増設していくために、まだ電波発信機を装着したサルがいない群れや、

発信機の電池が古くなっている群れに、新たに電波発信機を装着する必要があります。 

 そのため、麻酔銃による生体捕獲を下記によりおこないます。 

周囲の安全を充分に確認のうえ実施しますのでご理解をお願いします。 

【概要】 

 区 域：アカゲザルの群れが生息する山林内で、付近に人家や公道がない場所で実施します。 

 時 期：毎月２回程度実施している群れ追跡調査等で、群れに接近できた場合に試みます。 

 従事者：県が委託した業者で、麻酔銃と麻酔薬を取扱う資格を持つ者が実施します。 

       （捕獲時は水色の腕章を着用、車には”サル調査中”のステッカーを貼っています。） 

このチラシに関する問合せ先 

千葉県環境生活部自然保護課鳥獣対策班        ０４３（２２３）２９３６ 

アカゲザルの目撃情報、被害状況の連絡や防護柵についての問合せ先 
 館山市にお住まいの方：館山市農水産課      ０４７０（２２）３３９７ 

 南房総市にお住まいの方 ：南房総市農林水産課    ０４７０（３３）１０７１ 


